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―低コストな接合を実現する革新的接合方法―

　自動車や鉄道車両の車体は，省エネのため軽量化
ネの代わりにプッシャーに内蔵することで，基板の損傷を避け
つつ高いプッシャーの押し力で基板を確実に保持し，しかもダ
ンピング静定の待ち時間を削減することに成功した．さらに，
プッシャーの押し力を高くすることでプッシャーの動作速度も
向上した．また，緩衝材をガイド溝に閉じ込めることで埃の発
生も抑えている．
　本発明によるサイクルタイムの低減は， 1 回の基板保持動
作あたりコンマ数秒というオーダーであるが，短いサイクルタ
イムで大量生産してび企 にと てのˑもの58器 火なｕ，
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